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【序】ここ数年間で 3Dプリンタが急速に普及し、ものづくり分

野だけでなく、科学技術分野でも利用されるようになった。立教

大学でも 2015-2017年度の 3 年間、「3D プリンタの理学教育での

活用」のプロジェクトが走り、教育研究の現場で主に化学・生命

系に関して多彩な成果が得られた（図１に DNA ポリメラーゼの

例を示す[1,2]）。この活動を通じて、元になった分子系のデータ

の他に、VRMLや STLなどの 3Dのボリュームデータがアーカイ

ブとして大量に蓄積された。今回の発表では、上記の 3D プリン

トの実物例と共に、3D データを「転用」した複合現実感(MR)   図１：DNAポリメラーゼのモデル 

での表示事例をデモを交えてご紹介する。 

【MRデバイス：HoloLens】マイクロソフト(MS)が開発した

MR デバイスの HoloLens[3]は、MS Azureクラウド環境により、

設置の専用スペースが不要で可動性・可搬性に優れる。操作

はメニュー形式で直感的にでき、複数の HoloLensで視線共有

やコメント共有なども可能であり、グループウェアとしての

柔軟性も高い。図 2 に装着・操作例を示すが、投影されてい

る C60や CNTの 3D 画像データは、3D プリント用 STLから  図 2：HoloLens を操作している様子 

Unity用に転換して「再利用」している[4]。脂質膜やベシクル 

の粗視化シミュレーション[5]では結果が 3D構造となるため、MR の可視化は特に有効であろう。 
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